
（別紙３）

～ R8.2.28

（対象者数） 30 （回答者数）
14(1名途中まで)

～ R8.2.20

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在は対応児童が少ない状況ではあるが、対象とする

児童は利用児童の中でもいるため、1時間ほどゆっくり

時間を取って行うことが出来るように、日程調整や人

員配置を行っていく

2

・内部での研修機会などを多く設定して、法人内での

情報共有や意見を出し合うことで、いろいろな考え方

を持って支援の検討を行うことが出来るようにしてい

く

3

・過去に色々な実習先に行っていることもあり、予め実習挨

拶などに保護者の方が行った後に作業内容の確認などを行っ

て実習前に本人が自立して可能かどうかのアセスメントと、

どうすれば可能かなどを共有することが出来る

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修等の促しは継続的に行っていくが、その中で事例検討

などの機会があるものを選定して個別に職員に進めていくこ

とや、法人内で支援の外部講師を呼ぶなども検討していく

2

・保護者会の内容については事前アンケートは継続をした上

で、面談時などにも確認をしていく

・家庭の都合なども顧慮してかなり早い段階で内容と日程を

伝えて参加しやすい環境を作っていく

3

作業療法士や保育士が個々に対して専門職が個別に時間

を取って支援を行っている

・長時間で行うことが出来るように、土曜日や祝日の午

前中の時間などに個別で行う時間を設定して保護者に相

談の上実施させてもらっている。保護者にも実際に取り

組んでいる様子を見てもらうなどのことも提案して実施

できている。

児童の特性等に合わせた個別の支援

・法人内、外部研修や、店舗内での情報収集と障害特性

を照らし合わせる機会を作って、活動の設定やそれに対

する支援方法などを具体的にすり合わせをしている

般化を意識した支援を実施する

・中高生など年齢の高い児童については、実習先の見学などは

学校が可能であれば必ず行った上で、実習先での作業などでの

動作などを事業所の中で取り組んでいく

・過去のデータをもとに実習前から取り組むことも行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部からのアドバイスなどの機会

・外部機関と関わる機会は管理職が主になっていることもあ

り、外部の意見を聞く機会が職員としては少なくなってしまっ

ている

保護者同士や職員を含めた交流する機会

・保護者会などは年間通して2回ほど設定しているが、日程の

調整の難しさなどもあり参加できる保護者が少ないことなども

あり、参加された方も交流になりづらいことがある

・平日はお仕事があったり、休日は出づらいなどもあると思い

ますが、保護者会のテーマなども影響している可能性もある

R8.1.20

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8.3.9

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 グッドスマイル鴨部

○保護者評価実施期間
R8.1.20

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


